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し が だ い　（１９）

七
月
八
日
（
木
）、
記
念
す
べ
き
講
義
が
開
講

さ
れ
た
。「
二
大
講
義
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
本
講

義
の
講
師
は
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
会
長
、

丹
羽
宇
一
郎
氏
と
経
済
学
部
リ
ス
ク
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
で
作
家
の
幸
田
真
音
（
こ
う
だ

ま
い
ん
）
氏
で
あ
る
。
宮
本
憲
一
学
長
に
よ
る

講
師
の
紹
介
の
あ
と
お
二
人
の
講
義
が
始
ま
っ

た
。も

と
も
と
本
講
義
は
「
現
代
の
経
営
」
と
い

う
二
年
生
以
上
を
対
象
と
し
た
専
門
科
目
で

あ
っ
た
。「
現
代
の
経
営
」
は
、
本
学
部
と
そ
の

前
身
の
彦
根
高
商
卒
業
生
の
同
窓
会
組
織
で
あ

る
「
陵
水
会
」
の
協
力
を
得
て
、
実
業
界
の
第

一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
が
所
属
す
る
企
業
か

ら
講
師
を
招
き
、
企
業
経
営
の
生
き
生
き
と
し

た
実
態
を
学
生
に
伝
え
る
べ
く
平
成
十
一
年
度

か
ら
開
講
さ
れ
、
今
年
度
で
六
回
目
で
あ
る
。

今
年
度
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
国
際
的
商

社
で
あ
る
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
の
協
力
を
得

て
開
講
さ
れ
た
。
こ
の
「
二
大
講
義
」
は
、
こ

の
科
目
の
最
終
回
に
特
別
に
企
画
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。

丹
羽
会
長
は
、
本
年
六
月
末
ま
で
伊
藤
忠
商

事
の
社
長
を
勤
め
ら
れ
、
前
述
の
戦
略
大
転
換

の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
な
業
績
改
善
を
陣
頭
指

揮
さ
れ
て
き
た
豪
腕
経
営
者
と
し
て
き
わ
め
て

有
名
で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
の
発
言
も
多
く

一
橋
大
学
教
授
伊
丹
敬
之
氏
と
の
対
談
「
ま
ず

は
社
長
が
や
め
な
さ
い
」
な
ど
が
著
作
と
な
っ

て
い
る
。

幸
田
氏
は
、「
日
本
国
債
」、「
藍
色
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
な
ど
経
済
関
係
の
著
作
活
動
の
み
な

ら
ず
政
府
の
各
種
審
議
委
員
や
テ
レ
ビ
等
各
種

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
現
代
を
代
表
す
る
作

家
で
あ
る
が
、
七
月
一
日
よ
り
本
学
部
リ
ス
ク

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
に
着
任
さ
れ
た
。

最
初
に
幸
田
客
員
教
授
に
よ
る
講
義
が
行
わ

れ
た
。
幸
田
客
員
教
授
は
、
金
融
デ
ィ
ー
ラ
時

代
の
経
験
か
ら
、
日
本
人
の
リ
ス
ク
感
の
話
を

さ
れ
、
現
在
の
日
本
人
に
は
リ
ス
ク
を
と
る

take
risk

（         
）
と
い
う
感
覚
が
薄
く
、
む
し
ろ

リ
ス
ク
を
冒
す
と
い
う
認
識
が
多
い
と
い
う
こ

と
を
述
べ
ら
れ
た
。
横
並
び
で
保
守
的
な
判
断

が
、
チ
ャ
ン
ス
を
逸
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ

ま
り
、
リ
ス
ク
を
と
る
と
は
危
険
を
冒
す
こ
と

で
は
な
く
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
こ
と

M
anagem

ent
（ 
      
   
）
に
他
な
ら
な
い
。
世
の
中
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
今
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
人

も
リ
ス
ク
を
積
極
的
に
と
っ
て
い
く
必
要
を
強

調
さ
れ
た
。
学
生
に
対
し
て
は
果
敢
に
リ
ス
ク

（≒

チ
ャ
ン
ス
）
に
向
か
っ
て
い
く
意
識
を

養
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

丹
羽
会
長
の
講
義
で
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら

学
生
時
代
に
会
得
す
べ
き
こ
と
と
、
ど
う
い
う

人
間
で
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
鮮
烈
に

語
ら
れ
た
。
経
営
実
践
で
の
重
要
な
能
力
は
、

変
化
の
中
の
無
変
化
、
無
変
化
の
中
の
変
化
を

読
み
取
る
力
を
つ
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
暗

黙
知
」（
現
場
に
お
り
て
体
に
覚
え
る
こ
と
＝
仕

事
）
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
特
別
な
方
法
は
な

く
、
基
礎
力
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
基
本
に
他
な

ら
な
い
。
学
生
時
代
に
は
そ
の
よ
う
な
基
礎
的

な
能
力
を
養
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を

強
調
さ
れ
た
。

当
日
は
、
あ
ま
り
の
盛
況
に
二
十
四
番
講
義

室
（
定
員
二
二
一
名
）
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た

学
生
や
教
職
員
の
た
め
に
急
遽
ビ
デ
オ
中
継
を

準
備
し
、
十
四
番
教
室
に
ラ
イ
ブ
中
継
を
お
こ

な
っ
た
。
技
術
的
な
問
題
を
滞
り
な
く
解
決
し

て
く
だ
さ
っ
た
教
学
課
教
務
係
の
諸
職
員
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

竹
村 
正
明
（
経
済
学
部
助
教
授
）
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幸田リスク研究センター客員教授 丹羽伊藤忠商事会長


